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From a floral point of view， Tachimachi.misaki seems to forrn a boundary or 

conjunction place of the west.and the east.coast of the Tsugaru Straits， though both 

entrances of the straits are situated in the same latitude. 
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最近 のサンゴモの分類

千 原 光 雄事

M. CHIHARA: Recent studies on the systematics of coralline algae 

昨年から今年にかけてサンゴモの分類を級った大きい論文が2つでた。 1つは無節サ

ンゴモ，他は有節サンコ・モに関するものである。ともに学位の主論文であった。著者，発

行年，題名，掲載雑誌名などは次のようである。

(1) TOMITARO MASAKI (1968) Studies on the Melobesioideae of Japan. Memoirs of 

the Faculty of Fisheries， Hokkaido University， Vol. 16， No. 1/2， pp. 1-80 + 79 
pls. 

*国立税学博物館(東京都台東区上野公園)

原稿を読んで下さった正置富太郎博士に感謝する。

The Bulletin of Japanese S∞iety of Phycology， Vol. XVII. No. 3， 113-121， Dec. 1969 
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(2) H. WILLIAM JOHANSEN (196め M岬，hol勾yand systematics of coralline algae 

with special reference to Calliarthron. University of Califぽ niaPublications in 

Botany， Vol. 49， i -vii + 98 pp. 
以下ζれら 2著の紹介をする。

(1)は北海道大学水産学部の正置富太郎博士が時田郷教授指導の下で行った研究結果

である。日本産の無節サンゴモ 11属， 37種 7品種が扱われ，それぞれについて従来の

研究の文献，同義語，和名，分布の概略，採集場所などがあげられ，続いて外部及び内部

形態の特徴が写真と図を伴って記述され，さらに分類上の考察が行われている。

まず，サンゴモ税を節部をもって直立体の有無により Coral1inoideae(サンゴ毛亜

税〉と Melobesioideae(サヒ軍斜)の2つの亜税に分けている。乙の分け方は，従来の

一般の藻類学者の手法を踏襲したものである。 ζのととに関連し，興味ある乙とに，後で

紹介する JOHANSEN博士はサンゴモ税を7つの亜税に分類するのがより自然であるとし

ている。

次に記議されているサヒ軍税の族および属や種の検索を掲げる。

A 族と属の検索

1. 胞子褒察の屋根には沢山の孔がある...............… TribeLithothamnieaeイシモ族

1. 体は1部寄生，基層は穿孔する基部により寄主にくつついているH ・H ・....・H ・...

… Polyporolithonカサキノコイシモ属

1. 体は寄生でないH ・H ・.....・H ・...…H ・H ・.....・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・.................・H ・...…..2 

2. 基層は1層，体は着生・H ・H ・-…....・H ・.......・H ・....・H ・.....・H ・...Meゐbesiaサピ属

2. 基層は多層，体t刻、石や岩石上に生育，時に着生・・・・・H ・H ・.....・H ・.......・H ・.....3

3. 無性生殖察の屋根は外部に隆起しないかまたは隆起する…H ・H ・H ・H ・......

H ・H ・Lithothamniumイシモ属

3. 無性生殖察の屋根は凹むH ・H ・.....・H ・H ・H ・...・H ・..Clathromorphumキタイシモ属

11.胞子護察の屋根には孔が1つある…....・H ・......Tribe LithophyIleaeイジゴロモ族

1. 体は石灰質を多量に含むH ・H ・.....・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・......・H ・.....・H ・....・H ・......2
1. 体は石灰質を少量しか含まないH ・H ・...…H ・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・H ・...…H ・H ・...…5

2. 胞子畿は生殖黛底にー様に散在する;体内には個々に散在する異型細胞をも

つ;基層は多層…・....・H ・........・H ・-・・・・・肱ogoniolithonイyノミモドキ属

2. 胞子裂は生殖案底の周辺部に生ずる・・・H ・H ・...・H ・H ・H ・....・H ・-……H ・H ・H ・H ・...3 

3. 体内に群生する短い横列の異型細胞をもっH ・H ・...Porolithonアナアキイシモ属

3. 異型細胞はないH ・H ・-…....・H ・...・H ・H ・H ・............・H ・....・H ・...……H ・H ・.....・H ・.....4

4. 基層は1層;基層の細胞は基質に傾斜している…....・H ・..…・

. Dermatolithonノリマキ属

4. 基層は多層または1層 1層の場合，基層の細胞は基質に傾斜しない…

..... .•... Litho phyllumイシコ'ロモ腐
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5. 体は屈曲性，動植物の体上に着生;または岩石などの固形物上に生育;体は規則

正しく積み重なっている…...・ H ・...・ H ・..… H ・H ・..Lithoporellaウロコイシ属

5. 体はもろい;他の海藻に着生;体は規則正しく積み重ならない・ H ・H ・H ・H ・..…… 6

6. 異型細胞がある・ H ・H ・...・ H ・...・ H ・.....・ H ・..，・ H ・...・ H ・.......Fosliellaイポモカサ属

6. 異型細胞がない・ H ・H ・...・H ・...・ H ・......・ H ・....・ H ・-… H ・H ・..品terodermaモカサ属

B 種名と種の検索(学名の太字は新種及び新品種)

Polyporolithon (カサキノコイシモ属)…H ・H ・...

…..Polyporolithon reclinatumカサキノコイシモ

Melobesia (サピ属)…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・....・ H ・Melobe8iapacificaアバタモカサ

Clathromorphum (キタイシモ属)・・

...・H ・..Clathromorphum compactumキタイシモ

Lithothamnium (イシ毛属)の種類の検索

1. 体はテングサ属植物に着生・ H ・H ・...… H ・H ・-… H ・H ・-… L.cystocar pideumクサノカキ

1. 体は岩石上に生育・ H ・H ・-・…..，・ H ・.........・ H ・-…....・ H ・......・ H ・-…...・ H ・H ・H ・....・ H ・...・ H ・.2 

2. 体にこぶ状突起がなく，表面は平滑H ・H ・...・ H ・..… L.lenormandiiアツケシイシモ

2. 体にこぶ状突起がある H ・H ・...・ H ・..… H ・H ・...・… H ・H ・...・ H ・....・ H ・.....・ H ・...・ H ・....・ H ・..3

3. ζぶ状突起は短く，分校しない…....・ H ・.....・ H ・-…...・ H ・-….....・ H ・....・ H ・....・ H ・....・ H ・.4 

3. こぶ状突起は分枝する… H ・H ・...・ H ・...・ H ・.....・ H ・H ・H ・..… H ・H ・......・ H ・.....・ H ・..… H ・H ・..6

4. とぷ状突起は高さ 6mmまでなる・ H ・H ・...… H ・H ・-….L. pacificumアツケシイポイシ

4. 乙ぷ状突起は高さ 1.5mmまでなる...・ H ・H ・H ・.....・ H ・..… H ・H ・...・ H ・.....・ H ・H ・H ・-・……5

5. 胞子霊草案の直径は 190-450μ…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・..……L.sonderiイポオコシ

5. 胞子嚢棄の直径は 150-190μ ・H ・H ・.....・ H ・....・ H ・....・ H ・.L. aculeiferumセトイシモ

6. 枝は長さ 5-10mm，癒合してやや 2又分校・ H ・H ・..…...・ H ・.. 

…. L. erubescens f. madagascarensisエダウチイシモ

6. 枝は長さ 5mm，単条でやや2文分枝....・ H ・.......・ H ・...・ H ・...・ H ・....・ H ・......・ H ・...・ H ・..7

7. 基層の細胞列は同心円状に配列…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..L. canarienseカナリアイシモ

7. 基層の細胞列は基質に平行に配列・…...・ H ・....・ H ・......・ H ・.L. intermediumイポイシモ

F08liella (イポ毛カサ属)の種類の検索

1. 異型細胞は表面から見て体細胞列に介生する細胞から生ずる;アマモの体上に着生…

. F. lejolisiiシロモサカ

1. 異型細胞は表面から見て体細胞列の末端の細胞から生ずる;いろいろな海藻に着生…

・.2 

2. 体は重なり合う;無性生殖棄の直径は 125-170μ …・・

…F. farinosaイポモカサ
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2. 体は重なり合わない;無性生殖察の直径は 100-150μH・H・......・H・...

......F.・paschalisイポモカサモドキ

Heteroderma. (毛カサ属〉の種類の検索

1. 無性生殖察は外部にほとんど隆起しないかまたはわずかに隆起する;基部の細胞は朋

瞭;スガモ属植物に着生...・H・....・H・-…………....・H・....・H.%ostericolaモカサ

1. 無性生殖集は外部に隆起するかまたはやや円錐状;基部の細胞は明瞭でないH ・H ・...2

2. 無性生殖察の直径は 140fl以上;ホンダワヲ属植物に着生...........・H・-…・H・H・-

........ H. sarg，ω~i f. sargassiモクゴロモ

2. 無性生強襲の直径は 100μ以内;ツゾ属植物に着生H・H・.....・H・-

・・・・・・・・....・...H.Ba.rga.BBi f. pa.rvula. ツゾゴロモ

LithophyUum (イシゴロ毛属〉の種類の検索

1. 体は多少球状;明瞭なとぷ状突起ありH・H・.....・H・......・H・..

......L. okamurai f. japonicumヒライポ

1. 体は球状でなく，乙ぷ状突起もない…H・H・.......・H・H・H・....・H・...・H・H・H・H・H・H・...… 2

2. 体は簿板状，テングサ属植物に着生H ・H ・......L. amplexifronsクサノカキ毛ドキ

2. 体は殻皮状，岩石上に生育........・H・...・H・........・H・.........・H・'.'・H・-…・H・H・....・H・.3

3. 体はふつう単独に生育……H・H・...・H・H・H・....・H・...・H・H・H・...・H・H・H・H・H・H・H・.....・H・4

3. 体はしばしば癒合するか，互に重なり合う・H・H・.......・H・.....・H・.....・H・H・...・H・...・H・.6

4. 体は薄板状・・・・H・H・......・H・...・H・-…・H・H・'.'・H・....・H・....L. tortuosumハチノスイy

4. 体は簿板状でない…H・H・......・H・..…H・H・.....・H・H・H・..........・H・...・H・.....・H・........5

5. 体の表面は平滑・H・H・.....・H・.....・H・......・H・......・H・-…・・L.samoenseサモアイジゴロ毛

5. 体の表面にはいぽ状の突起がある.......…H・H・............・H・....L. absimileイヲノサピ

6. 生殖祭の屋根は凹形H・H・...・H・.....・H・H・H・H・..L. neoatalayenseクポミイジゴロモ

6. 生殖察は外部にほとんど隆起しないかまたは隆起する;またはやや円錐状…H ・H ・7

7. 基層は1層・・・H・H・.....・H・......... L. ca.ribaeumιborea.leキタニセウミサピモドキ

7. 基層は多層……....・H・H・H・......・H・...・H・H・...・H・...・H・....・H・....・H・...・H・-…H・H・H・H・...8 

8. 基層は1一数層.........・H・.....・H・.......・H・...・H・.....・H・H・H・........・H・.....・H・...・H・....9

8. 議層は多層....・H・...・H・...・H・......・H・-…H・H・H・H・.....・H・....・H・H・H・H・H・H・H・...・H・..10

9. 体は直径5一 7t1/1J1;厚さ 400ー 1000ム明瞭ないほ状の突起があるH・H・....・H・..

・…L.shioense f. shioenseミサキイジゴロモ

9. 体は直径 1-3t1/1J1;厚さ 200-400μ，不明瞭ないほ状の突起をもっ…・

・・・・H ・H ・..L.BhioenBe f. tenueキタミサキイジゴロモ

10. 体の表面はふつう平らでない;はっきりした隆起があるH・H・.....・H・..

H ・H ・...L.yendoiウミサピ
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10. 体の表面はふつう平らであるが時にははっきりしない隆起が見られることもある日・

. L. decipiensウミサピモドキ

Porolithon (アナアキイシモ属)の種類の検索

1. 体にこぶ状突起がある…...・H・.....・H・.....・H・H・H・.....・H・.....・H・.....・H・..…...・H・..…… 2

1. 体にこぶ状突起がない...・H・..……...・H・....・H・...… P.orbiculatumオニハスイシモ

2. 体にいぽ状の突起がある・H・H・.....・H・.....・H・H・H・..…P.boergeseniiセトイポイシモ

2. 体にはやや円柱状の単ーまたは分校するこぶ状突起がある・H・H・..…・H・H・.....・H・..…

...・H ・-… P.colliculo8umトグイポ

Neogoniolithon (イシノミ毛ドキ属)の種類の検索

1. 体は鱗片状一瓦状に重なる……...・H・....・H・.........・H・..…N.misakienseカサネイシモ

1. 体は殻皮状・H・H・.....・H・.....・H・..……...・H・....・H・.....・H・.....・H・...・H・.....・H・.....・H・..… 2

2. 生殖案は体の表面にさほど多く見られない;無性生殖察の直径は 530ー 750μH・H・

……. N. pacificumスリパチイジモ

2. 生殖案は体の表面に非常に多く見られる;無性生殖察の直径は 320-550μ …・

....・H ・...・H ・.N. accretum リナキイジモ

Dermatolithon (ノリマキ属)の種類の検索

1. 体は厚さ 120μ 以下がふつう;基層の細胞は短くて，長さ 15-55μ;無性生殖察の

直径は 250ー 270μ ……H・H・-…....・H・.....・H・...・H・H・H・.D. canescensソウハン

1. 体は厚さ 120μ以上がふつう……H・H・...・H・...・H・.....・H・.....・H・H・H・-・…...・H・.....・H・.2 

2. 基層の細胞は 30μ より短く， その長さは体の各部で著しい変化はない…

H・H・・・H・H・..D. tumidulumノリマキ

2. 基層の細胞は大体 30μ より長く， その長さは体の各部で著しく変るH・H・H・H・"'3

3. 表層の細胞は体表面に沿って平たく長方形であり;いろいろな海藻に着生…・・

...・H・.............・H・.....・H・.....・H・...・H・.D.disparノリマキモドキ

3. 表層の細胞は三角形;サンゴモ属植物に着生...・H ・.....・H ・..D. corallinaeヒメゴロモ

Lithoporella (ウロコイシ属)の種類

Lithoporella melobesioides コシカイジモ

乙の論文で Fosli・ellaや Heterodermaとして扱っている分類群は，さきに正置博士

が時田教授と共同で発表した論文 (1960a， b， ; 1961 a， b，; 1963など〉では Melobesia

の属名で扱われた。さきの論文では，正置博士は KYLIN(1956)の意見に従い， HOWE 

(1920)が設立した Fosliella属を認めなかったためである。もしその見解に従うと，今

回の論文で Melobesia属にされた分類群には Epilithonの属名が用いられなければなら

ない。しかし今回の論文では，正置博士は HOWE(1920)や MASON(1953)等のアメ
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リカ学派の見解に賛成して Fosliellaと Het町 odermaの両属を認め，乙れら両属を胞子

畿察が多孔の Aゐlobesiaと全く異る分類群として扱っている。 HOWEの見解に亡くなら

れた瀬川宗吉博士も賛成しておられたことは同博士 (1956)原色日本海藻図鑑を見れば明

らかである。ところで，その図鑑に Fosliellazostericola (F<ω1ie) SEGAWAの学名で扱

われている毛カサは，異型細胞が見られないとの理由で，正置博士の論文では Heterode-

rma zostericola F，ω1ieの学名が使われている。

(2)はアメリカ，カリフォJνzア大学(パークvイ)の植物学教室で PAPENFUSS教授

とSILVA博士の指導で研究を進めたH.W. JOHANSEN博士(現在クラ{ク大学〉の PhD

の資格取得論文である。内容は第1部と第2部に分かれている。第1部では Calliarthron

属〈エゾシコロ属)の生長，体構造，生殖などの研究結果が精細に記述されている。その

内容をさらに項目別に記すと次のようである。胞子の発芽体，旬旬部の構造と生長，直立

体(初期発生，形態，節間部の解剖，節間部の生長，節部の解剖と生長，二次生長)，生

殖性殖案，生殖察の発達，四分胞子護策の発達，精子器の発達，造果器の発達，老朽生

殖案).

第2部ではサンゴ毛税の分類系を論じている。まずサンゴモ税を7つのE桝に分ける

ことを提案している。従来，サンゴモ税は有節サンゴモと無節サンゴモの 2l1E税に分けら

れるのがふつうであった。それと比較すると大変特徴のある分類系の提唱である。次にE
斜のνベJレで用いられた主な分類形質と，亜税の検索を掲げる。

亜科のレペルの分類形質

1. 胞子袋察は多孔か単払か。 2. 節部の有無。 3. 節部の構造， 1層細胞からなる

か，多層細胞からなるかなど。 4. 第2次連絡糸の有無。 5. 完成した生殖棄の有無。

6. 胞子褒案内に栄養細胞からできた中央円柱があるかどうか。 7. 石灰化組織の解剖上

の性質。細胞層の臨列と表層の有無。

サンゴ毛科の亜科の検索

各胞子褒はそれぞれ1つの放出孔をもっ(胞子磁案は多孔〉・

....・H ・Melobesioideae(-サピ亜税〉

幾つかの胞子褒が単孔の生殖察内にある

節部がある

第2次連絡糸がある....・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・. Amphiroideae (カニノテ車税〉

第2次連絡糸がない

節部は多層…・....・H ・....・H ・.Metagoniolithoideae (メタゴニオリツン亜軍司)

節部は単層・・H ・H ・...・H ・.....・H ・...・H ・....・H ・...Corallinoideae (サンゴモE斜〉

節部はない

生殖察は痕跡的......・....・H ・-…...・H ・...Sehmitzielloideae (ジユミツエラE税〉
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生殖察は完全にできる

第2次連絡糸がある....・H ・...・H ・....・H ・.Lithophylloideae (イジゴロモ亜斜)

第2次連絡糸がない....・H ・-…….，.・H ・..Mastophoroideae (イシノハナ亙税〉

各亜税にはそれぞれ次の属が所属する。

亙 税 属 名

1) Melobesioideae Melobesia， Clathromorphum， Chaetolithon， 

Leptophyton， Lithothamnium， MesoPhyllum， 

Phymatolithon， Polyporolithon， Sporolithon. 

2) Schmitzielloideae Schmitziella 

3) Lithophylloideae Lithophyllum， Dermatolithon， Pseudolithophy-

llum， Tenarea. 

4) Mastophoroideae Mastophora， Choreonema， Fosliella， 

Goniolithon， Heteroderma， Hydl叫

Lithoporella， Litholepis， Metamastophora， 

Neogoniolithon， Porolithon. 

5) Amphiroideae Amphiroa， Lithothrix. 

6) Metagoniolithoideae Metagoniolithon 

7) CoralIinoideae Corallina， Alatocladia， Arthrocardia， 

Bossiella， Calliarthron， Cheilosporum. 

Chiharaea， Jania， Marginiosporum， 

Serraticardia， Yamadaea. 

(表中の太字は日本にも産することの知られた属〉

最後に Corallinoideae亜税の分類系を論じている。まず所属する属の定義を再検討

し，さらに属の類縁関係を考察した。彼がこの亜斜の分類系を確立するために採用した最

も重要な分類形質は生殖業のできる位置とその起源についてである。彼は生殖棄を 3型に

分類した(図 1参照)。名秘とをれらの起源を表にして示すと次のようである(表参照)。

生殖察の名称

Axial (軸生)

Marginal (辺生〉

Lateral (倶u生)

- 29ー
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図1 サンゴモ亜糾 Cora.

llinoideaeに見られる

生殖案の 3型Axial

(軸生)， Marginal 

(辺生)， Lateral (倒u

生).

サンゴ毛亜科の属の検索

1. 生殖案は完全に，または1部軸生…....・ H ・....・ H ・'"・H ・...・ H ・...・H ・.....・H ・....・ H ・...… 2

2. 生殖案は車自生でないH ・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

2. 生殖案は辺生，軸生または側生...........・H ・....・H ・H ・H ・.....・H ・....・H ・...・ H ・.....・ H ・.3

2. 生殖案は紬生，時に老植物体では側生のように見える(擬側生)・ H ・H ・.....・ H ・..4 

3. 生殖棄は辺生と軸生，髄糸は錯綜している・…H ・H ・..Alatocardiaヤハズジコロ属

3. 生殖棄は側生と軸生，髄糸は真直である…....・H ・...Serraticardiaオオシコロ属

4. 一次分校は2又状H ・H ・...・H ・.....・H ・..........・H ・......・H ・.....・ H ・..Janiaモサヅキ属

4. 一次分枝は2又状でない....・H ・-……・…...・ H ・-…...・ H ・-…....・H ・.....・H ・...・ H ・...…5

5. 体の節間部は3個以内…H ・M ・.......・H ・.....・H ・...・H ・....・ H ・.Yamadaeaサピモドキ属

5. 体の節間部は3個以上…・・・ H ・H ・...............・H ・....・ H ・-…'"・H ・.....・ H ・..… H ・H ・....・ H ・6

6. 生殖器をもっ節間部は分枝する・........・H ・.....・H ・..…H ・H ・..…H ・H ・.....・ H ・.....・H ・'7

6. 生殖器をもっ節間部は分枝しない・H ・H ・.........・H ・・ H ・...・H ・...・ H ・...・H ・....・H ・.8 

7. 生殖穏をもっ枝には規則正しく連続する生殖器をもっ節間部がある。生殖器をもっ

節間部の幅は 1_以上になる…....・H ・.....・ H ・H ・H ・..…...・ H ・..…..Arthrocardia 

7. 生殖器をもっ枝には生殖器をもたない節間部と生殖器をもっ節間部がある，生殖器

をもっ節間部の幅は1_以上であるH ・H ・......・H ・-

. Corallina subgen. Cornicularia 
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8. 生殖器をもっ節間部はそれぞれ1個の生殖案をもっ，枝は羽状分校，体は直上す

る……H ・H ・...・H ・....・H ・...・H ・..... Corallina subgen. Corallinaサンゴモ属

8. 生殖器をもっ節間部はそれぞれ1-3個の生殖築をもっ，分校は不規則，体は筒

旬する・・・・・・・......................................................................・Chiharaea

9. 生殖禦は辺生と側生日H ・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・......・H ・....・H ・-….....・H ・.....・H ・....・H ・.10

9. 生殖察は辺生か側生，両型ある乙とはないH ・H ・.........・H ・....・H ・...・H ・.......・ H ・...…11

10. 髄糸は真直である…'"・H ・....・H ・.....・H ・4蜘 rginioBporumへリトリカエノテ属

10. 髄糸は錯綜している....・H ・...・H ・.....・H ・...・H ・......・H ・.Calliarthronエゾシコロ属

11. 生殖察は辺生のみ・H ・H ・..…H ・H ・.....・H ・............・H ・..CheiloBporumヒメシコロ属

11. 生殖実は側生のみ....・H ・....・H ・・・・・H ・H ・..…H ・H ・........・H ・'"・H ・.BOBBiellaイツキリ属

続いて，サンゴ毛亜税の各属の分類学的考察を行い，最後にこの亜税の類縁系統を論

議している。ここでは日本産のサンゴモ類に関係する学名の変更の紹介だけにとどめる。

1. Alatocladia modeBta (YENDO) JOHANSEN ヤハズジコロ

Syn. Cheilosporum anceps (KOTZ.) YENDO咽 r.modestum YENDO 

Caluarth，・'onmodestum (YENDO) MANZA 

2. BOBBiella cretacea (p. et R.) JOHANSEN 

Syn. Coraluna cretacea P. et R. 

Amphiroa cretacea (P. et R.) ENDLICHER 

Arthrocardia cretacea (P. et R.) WEBER VAN BOSSE 

Pachyarthron cretacea (p. et R.) MANZA 

イソキリ

3. M副首，inioBporumcraBBiBBimum (YENDO) JOHANSEN et CHIHARA 

均D.AmPhかoacrassissima YENDO ヘリトリカエノテ

4. Marg印 刷Iporomdeclinata (YENDO) JOHANSEN et CHIHARA 

Syn. Amphiroa declinata YENDO マガリカニノテ

5. Marginio申 oromaberranB (YENDO) JOHANSEN et CHIHARA 

Syn. Amphiroa aberrans YENDO フサカエノテ
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